
この講座は、静岡大学生涯学習教育
研究センターの公開講座『きて見て静
大』「やきもの考古学」（全５回）のう
ち、第１、２回目の講義をエル・ネッ
ト「オープンカレッジ」で放送します。
この講座では陶器の復元作業が実習と
して行われますが、今回は香川県の受
講生との間で遠隔双方向質疑がライブ
放送されます。このライブ放送で、香
川会場の受講生の皆さんに、静岡会場
にいらっしゃる柴垣勇夫先生のご指導
のもとで、陶器の復元作業を実習して
いただくというものです。
また、この講座は今年度の新しい試み

であるe‐ラーニングステージのサイトも併
せて用意されます。このe‐ラーニングス
テージは、インターネットのホームページ
サイト（http://www2.opencol.gr.jp/）で、
事前学習をしたり、学習内容の簡単な
クイズを試したりできるものです。会
員登録をすれば、だれでも無料で利用
することができます。
今回は、このe‐ラーニングのため

のコンテンツ作りの現場を取材し、担
当の柴垣先生に講座についてのお話を
伺いました。

e‐ラーニングのコンテンツは、「予
告編（講師の先生による講義）」「映像
ファイル」「課題」「簡単クイズ」「放
送日程のご案内」などで構成されてい

ます。受講者は学習を進める中で疑問
や質問があれば、「Q&A」から講師に
質問したり、「学習資料室」に掲載さ
れている資料を参照したりすることが
できます。
まず、「映像ファイル」の素材とな

るビデオを撮ります。今回は、講義の
最大の目玉である“古代・中世の陶器
の復元作業”の流れを先生に実演して
いただきました。先生は、陶器の破片
（実物！）にエポキシパテという粘土状の
接着剤を巧みに貼り付けていきます。
これには、少しコツが必要のようです。
その後、10分程度そのまま乾かしたらサ
ンドペーパーで削ってできあがりです。
この貴重な復元作業の様子は、ぜひ
「映像ファイル」をご覧ください。
次に、「予告編」の作成です。デジ

カメで先生の顔写真や復元作業中の様
子、陶器の写真を撮ります。そして、
その写真を素材としながら、パワーポ
イントで画面を作成していきます。そ
れから、できた画面に音入れをします。

先生は、液晶一体型タブレットの画面
を見ながら、ペンタッチで、黒板を指
示棒で示すのと同じように話をしてい
きます。声とペンタッチのタイミング
を合わせて講義画面を作成していくの
は、何回か練習が必要ですが、すぐ慣
れます。この「予告編」では、土器・
陶器・磁器といった様々な「やきもの」
の種類やそれらの大まかな時代の変遷
を知ることができます。
最後に、先生に「課題」と「簡単ク

イズ」を作成していただきました。ま
た、「学習資料室」用の資料もいただ
きました。３時間程の作業で、e‐ラ
ーニングのコンテンツが完成です。こ
のような簡便に作成できる教材が、こ
れからのe‐ラーニングでは主流にな
ってくるのでしょう。

一片の陶片といえども、それは貴重
な文化遺産なのです。陶器の復元作業
では、その陶片から実際に作った昔の
人の気持ちを思い描くことができるか
もしれません。今回、実際に復元作業
を行えるのは静岡大学公開講座の受講
生と香川会場の受講生だけですが、こ
の講座をきっかけに様々な「やきもの」
に興味を持っていただけることでしょ
う。興味のあるすべての方が楽しめる
講座なので、中学生でも大丈夫です。
そして、学習をより楽しく深めていく
ためにも、e‐ラーニングステージも
ぜひご活用ください。

※このニュースレターは、エル・ネットの利用促進目的に限り、複製・配布することができます。



☞ ☞
岩手県にある花巻東高等学校では、今年10月にエ

ル・ネットの受信設備が設置されました。本格的な活
用は来年度からになりますが、私立高等学校にエル・
ネットの設備が設置されるのは、全国でも初めてです。
エル・ネットは、教職員のために「学校教育研修」

などの番組を活用していく予定とのことです。また、
生徒向けにエル・ネット「オープンカレッジ」や「子
ども放送局」の番組活用が考えられています。その他、
社会人や地域住民・主婦の方も、エル・ネット「オー
プンカレッジ」などの講座を学校で視聴できるよう、

学校環境を整えて
いく予定とのこと
です。
このように、学

校と地域社会が連
携していくこと
で、多くの方が
「オープンカレッ
ジ」などのエル・ネット番組を活用し、生涯学習のネ
ットワークが広がっていくことが期待されます。
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